
え
正
問
鯵
六
司
コ
申

r-a第
三
暗
闇
am物
認
可
{
俸
月
一
圃
一
回
礎
待
}

W
 

A

目、

す

ff理費日一-1'司三三勾計二コートヨ師匠召

ま晶

olls 

叢

禁

瞳

載

資

上

税

の

課

税

方

法

・

:

・

・

:

法

型

博

士

神

戸

正

雄

岡
民
生
命
史
観
:
:
:
:
・
:
;
:
:
一
:
:
・
一

i
M
m
一
章
一
博
士
石
川
興
二

貸
借
封
照
表
の
問
題
:
・
:
:
・
:
・
・
:
:
:
:
葉
山
県
博
士
略
川
虎
三

品
書
官
n円
M

機
人
統
制
の
目
的

喜
田
明
博
士
谷
口

士
口
克
彦

団

山

肉

九

園
際
的
再
保
険
と
矯
替
相
場
の
饗
動
・
・
:
純
一
商
事
士
佐
波
官
一
千

シ
ユ
ラ

l
の
保
護
貿
易
論

:
:
-
j
i
l
-
-
:
:
:
:
結
構
摺
士
岡
倉
伯
士

ミ
ヮ
ダ
ル
の
貨
幣
論
に
つ
い
て

:
:
j
i
-
-
-
純一

ZT
士

服

部

新

一

切

羽

叫

#

伺

土
地
利
用
組
合
に
闘
ナ
る
一
資
料
・
:
抑
制
済
準
博
士
八
木
芳
之
助

ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動
・
:
;
一
一
:
;
:
料
商
事
士
大
塚
一
朗

農

民

の

税

外

質

権

・

:

・

:

・

・

経

済

準

士

柏

井

象

雄

制

問

辞

蝋

新
着
外
関
経
済
雑
誌
主
要
論
題

r
a

る
L
F



ス
タ
ハ

ノ
ア
運
動

大

主語E

良用

緒

言

周
知
の
如
〈
、
蘇
聯
邦
は
一
九
二
八
年
八
月
土
り
一
九
三
二
年
末
迄

に
て
其
の
第
一
期
を
絡
は
り
次
い
で
一
九
コ
一
三
年
一
月
よ
り
本
年
末
迄

に
品
け
て
共
の
治
二
期
を
繍
行
山
V
O
所
謂
五
ヶ
年
計
剖
を
以
て
、
問
問
民

縦
舛
力
の
内
符
古
賀
」
新
一
枇
品
川
川
建
必
の
光
成
と
の
伐
に
、
削
弔
問
一
川
般
の

懐
計
包
容

b
E
4
A
R
c
h
b
。h
1
コ
庁
河
工
戸

ιー
十

t
t
h
J
?
-
M
U
F

J

2

2

g

-

a

i

J

4

日
ι
一
H
1
z
f
E
T
H
Z
l
f
ド
p
t
H

過
程
を
対
象
に
し
て
ゐ
る
も
の
で
、
従
ワ
て
こ
れ
が
貝
瞳
的
現
象
形
惑

は
各
方
町
に
其
白
特
徴
を
去
は
し
て
ゐ
る
か
ら
決
し
て
或
号
車
一
の
瓶

角
か
ら
其
の
令
貌
を
窺
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。
或
は
悶
防
克
貨
計
割
、

或
は
財
政
計
劃
、
或
は
産
業
教
育
計
割
、
或
は
勢
働
計
割
、
或
は
岡
民

所
得
分
配
計
割
、
或
は
産
業
枇
合
化
横
光
計
劃
等
々
と
し
て
、
種
々
の

方
面
か
ら
五
ヶ
年
計
劃
の
膳
史
的
意
義
を
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
り

で
あ
る
。
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
五
ヶ
年
計
到
。
中
心
的
眼
目
は
、

現
段
階
に
立
つ
蘇
聯
邦
白
岡
民
経
済
的
生
産
力
を
可
及
的
短
期
均
一
定

期
間
内
に
或
る
珠
定
結
へ
迄
ひ
き
上
げ
て
こ
れ
を
横
充
強
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
念
速
に
後
逸
産
業
岡
た
る
の
商
目
を
改
め
て
白
岡
田
存
立
要

件
に
於
け
る
資
本
主
義
諸
岡
へ
の
依
存
性
を
解
消
し
、
以
て
新
此
合
建

設
完
成
の
錦
に
獅
自
の
物
質
的
地
盤
を
確
保
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
企
園

ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動

す
る
の
駄
に
存
し
て
ゐ
る
。
五
ヶ
年
計
劃
と
は
将
来
へ
の
傍
観
的
見
透

し
と
い
ふ
が
如
き
草
な
る
概
念
的
意
義
の
も
の
で
は
な
〈
て
其
四
内
容

の
貨
現
を
要
求
さ
れ
た
る
具
韓
的
経
済
政
策
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
現
行
制
度
の
如
き
蘇
聯
邦
経
済
機
構
の
中
で
以
上
の
意
味

の
五
ヶ
年
汁
劃
を
寅
際
上
に
成
功
せ
し
め
る
に
謝
し
て
至
重
の
根
本
的

要
件
が
何
か
と
い
へ
ば
、
そ
れ
は
夏
め
て
問
は
れ
る
迄
も
な
く
努
働
能

卒
(
守
色
ロ
Z
Z
P伴

ι
2
K
Fユ
福
山
門
)
白
骨
噌
挫
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
人

は
そ
れ
に
つ
き
、
た
γ
、
五
ヶ
年
計
劃
が
前
逃
ぜ
る
知
〈
に
限
定
さ
れ

た
比
較
的
知
い
期
間
内
に
蘇
聯
邦
の
産
業
股
態
を
一
新
し
て
閤
民
鯉
済

的
生
産
力
り
飛
躍
的
設
展
を
貨
現
ず
る
こ
と
に
其
の
中
心
的
使
命
を
お

い
て
ゐ
る
・
と
い
ザ
軌
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
。
か
〈
て
五
ヶ
年
計
刻
執
行

L
E
U
3
J陸

1

3
』

t
f
1
一

f
i
f
-
-
f
l

M
d正
ボ
耳
朝
日
+
ム
ミ
リ
グ
言
聖
書
E
F
H
h
ι
H
U
H
有
泊
止
月
」
布
石
辛
口
持

方
訟
を
者
し
て
勢
働
能
率
崎
一
選
の
怨
に
狂
奔
し
て
来
た
の
乍
一
あ
か
。
そ

れ
は

E
し
〈
狂
奔
し
て
来
た
と
い
へ
る
。
か
〈
て
、
屡
々
外
岡
人
旋
行

者
。
皮
相
の
鵡
察
眼
に
は
そ
こ
に
軍
な
る
双
隷
努
働
又
は
勢
働
地
獄
が

存
し
て
ゐ
る
と
映
っ
た
知
き
賀
扶
さ
へ
も
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而

し
て
、
そ
の
際
に
用
ひ
ら
れ
た
諸
手
段
の
中
で
就
中
注
目
ナ
べ
き
も
の

は
生
産
過
律
上
の
『
枇
合
主
義
的
競
争
』
と
稀
せ
ら
れ
V

る
組
織
的
手
段
で

あ
る
。
こ
れ
は
本
質
的
に
は
勢
働
者
を
し
て
各
自
白
努
力
に
よ
る
停
働

能
率
噌
進
上
の
貢
献
を
ば
存
問
白
負
ふ
べ
き
枇
命
的
名
蓉
k
感
ぜ
し
め
、

比
の
心
理
的
契
樹
に
よ
っ
て
勢
働
者
の
能
率
場
進
欲
を
強
く
刺
戟
せ
ん

と
す
る
も
り
で
あ
る
。
此
の
『
枇
合
主
義
的
競
争
L

に
種
々
な
る
形
態

の
も
の
が
現
は
れ
た
が
其
白
一
俊
展
形
態
と
し
て
一
九
一
一
一
五
年
九
月
以

降
に
突
如
と
し
で
ス
タ
ハ
ノ
プ
運
動
と
稽
す
る
も
白
が
出
現
し
た
。

第
四
十
四
巻

四
六
七

第
三
競

七
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ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動

ス
ダ
ハ
ノ
フ
運
動
は
其
の
出
現
正
同
時
に
忽
ち
蘇
聯
邦
の
全
勢
働
界
を

風
擁
し
て
こ
れ
を
支
配
す
る
に
至
り
、
現
在
な
ほ
第
三
期
五
ヶ
年
計
割

の
成
否
如
何
が
こ
れ
に
か
か
る
と
い
は
れ
る
程
に
典
常
に
京
大
な
窓
味

を
持
つ
現
象
に
な
っ
て
来
て
ゐ
る
。

献
聯
邦
中
央
計
割
委
員
A
W
労
働
部
長
マ
ル
ク
ス
氏
は
『
闘
際
労
働
評

論
』
誌
に
右
の
ヌ
タ
ハ
ノ
プ
逝
到
に
就
い
て
許
制
な
一
諭
を
寄
稿
し
て

ゐ
ふ
。
以
下
に
、
其
の
記
述
か
ら
要
刷
却
を
と
り
て
ス
タ
ハ
ノ
フ
迩
動
の

概
鋭
を
駐
告
、
次
い
で
そ
れ
に
附
す
る
特
干
の
批
判
的
私
児

Z
附
加
し

オ
止
出
F

っ
と
疋
一
両

一
、
ス
タ
ハ

J
フ
運
動
の
概
念

中
央
計
劃
委
員
曾
が
第
二
期
五
ヶ
年
計
劃
の
抽
出
定
内
容
を
賓

現
す
る
矯
の
基
礎
的
保
件
た
る
持
働
能
率
の
増
進
を
目
指
し
て

一
九
三
五
年
九

こ
れ
が
指
導
、
奨
励
に
努
力
し
て
ゐ
る
最
巾
、

月
始
め
に
蘇
聯
邦
諸
新
聞
は
首
時
ド
ネ
ツ
茨
臓
の
一
抗
犬
ス
タ

ハ
ノ
フ

ー'
辺
美

7
2
2
)
が
彼
の
狽
自
の
工
夫
を
以
て
採
茨

勢
働
の
仕
方
を
改
善
し
、
北
バ
の
結
川
市
従
来
の
正
常
能
率
撚
準
の

十
六
倍
に
速
す
る
和
制
度
に
迄
自
己
の
一
日
採
決
能
貴
を
情
迭
し

得
た
こ
と
を
報
じ
た
。
此
の
報
知
が
停
は
る
と
蘇
聯
邦
の
金
持

働
階
級
は
こ
れ
に
よ
っ
て
異
常
な
る
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
し
て
、

第
四
十
四
巻

第

競

四
六
八

丹、

各
種
の
産
業
部
門
を
通
じ
て
到
る
と
と
ろ
に
、
夫
々
自
己
の
持

働
方
法
を
白
抽
出
的
に
工
夫
改
善
し
て
、

以
て
既
存
の
持
働
能
傘

記
録
を
打
破
せ
ん
と
す
る
競
争
現
象
が
現
は
れ
、
そ
れ
が
波
濡

の
勢
に
て
全
産
業
界
に
益
々
成
く
深
く
揃
漫
し
て
行
っ
た
。
印

ち
、
た
づ
直
接
闘
係
の
採
決
時
労
働
界
に
て
は
直
ち
に
ス
タ
ハ
ノ

ブ
記
録
の
阻
克
在
日
指
す
競
争
者
が
川
で
し
、
共
の
企
附
々
資
現

t
d
-
f〈
J
u
t
-
、
】
、

L

射
て
村
和
主
川
円
以

事
割
引
当
-
4
A

〉

f
v
υ
1
・

i
J
f

u
一
副
官
「
ド

4
Fぃ本

1
1
J
 

品
川
市
封
刑

に
既
成
の
能
率
記
録
を
超
え
て
駕
異
的
な
る
新
記
録
を
樹
立
す

る
者
が
相
継
ぎ
輩
附
し
た
。
か
く
て
、
ド
ネ
ツ
炭
鍛
の
一
抗
天

ス
タ
ハ
ノ
7

に
よ
っ
て
激
設
さ
れ
る
と
と
に
よ
り
蘇
聯
邦
弊
働

者
間
の
能
率
前
進
競
争
品
川
…
は
未
骨
日
右
の
税
度
に
迄
昂
揚
さ
れ
る

に
至
っ
た
の
だ
が
、
共
の
影
響
の
及
ぶ
と
と
ろ
蘇
聯
邦
産
業
界

の
持
働
能
率
は
各
部
門
に
亙
っ
て
一
般
に
著
し
き
改
善
の
跡
を

現
は
し
、

と
れ
に
よ
っ
て
第
二
期
五
ヶ
年
計
劃
進
行
の
前
迭
に

は
北
ハ
の
成
功
を
椛
信
せ
し
め
る
希
望
の
一
大
光
明
が
離
ぜ
ら
れ

る
こ
と
に
た
っ
た
。

一
九
三
五
年
の
秋
か
ら
蘇
聯
邦
弊
働
階
級

を
風
廃
し
て
府
汎
な
る
範
闘
に
起
っ
た

か
L
る
異
常
に
強
烈

在
能
率
競
争
現
象
の
と
と
を
ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動
と
い
ふ
の
で
あ
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る
。
ス
タ
ハ
ノ
7

運
動
は
皐
克
共
の
名
揺
は
特
殊
の
も
の
で
も

比
八
の
本
質
か
ら
見
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
第
一
期
五
ヶ
年
計
剖

の
営
初
か
ら
夜
々
の
形
態
に
て
組
織
的
に
醸
成
さ
れ
て
来
た

『
枇
合
主
義
的
競
争
』
が
新
た
に
高
度
の
獲
展
を
港
げ
た
る
結
果

の
延
長
形
態
と
い
は
る
e
へ
き
も
の
に
外
注
ら
ぬ
。

ニ
、
ス
タ
ハ

J
フ
運
動
の
妓
果

ス
グ
川
ノ
ブ
連
動
が
蘇
聯
邦
の
芥
働
能
楽
υ
庁
、
ぴ
生
青
組
織
の

l
u
r
i
M
m
-
E
b
A
1、4
l
h
H
d
H
う
'
〉

}

O

l
J
u
t
i
l
v
t
A
/
刊
叶

I
4
1
4
d
J
;苅

-

司

1

1

1

1

1
J
4
4ム
説
副
手
に
間
酎
寸

る
方
面
か
ら
見
て
行
か
う
。

ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動
の
開
始
以
来
蘇

聯
邦
の
諸
新
聞
は
H
円
に
殆
ん
ど
枚
事
し
が
た
き
程
の
多
数
な

る
新
能
率
記
録
事
例
に
つ
い
て
報
道
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
そ
し
て

そ
れ
ら
の
事
例
は
鍵
山
業
、
古
川
工
業
、
軽
工
業
、
農
牧
業
と
凡

有
種
類
の
産
業
部
門
に
亙
っ
て
ゐ
る
。
今
、

か
り
に
或
る
日
の

イ
ス
ぺ
ス
チ
ヤ
紙
を
と
っ
て
そ
こ
に
報
道
さ
れ
た
新
能
率
記
録

事
例
の
て
二
を
摘
記
し
て
み
や
う
。
ツ
ア
ポ
ロ
ヂ
ス
タ
ル
数

合
金
工
場
で
は
一
技
術
者
と
一
蛸
労
働
者
と
が
協
力
し
て
一
電
気

纏
に
で
一
日
に
餓
珪
素
四
四

l
四
八
噸
出
産
す
る
と
と
に
成
功

ス
タ
丹
ノ
フ
運
動

し
た
。
然
る
に
、
共
の
種
の
電
気
鐘
を
以
て
し
て
は
従
来
で
は

一
日
三
八
噸
の
出
産
高
が
最
高
能
力
で
あ
っ
た
の
で
る
る
。
叉

モ
ト
ロ
フ
動
力
車
工
場
で
は
、
パ
ル
プ
一
箇
の
製
造
に
封
す
る

平
均
所
要
時
間
二
。
七
分
の
新
記
録
が
得
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は

米
岡
フ
ォ
ー
ド
工
場
で
も
平
均
三
・
四
分
を
要
し
て
ゐ
た
の
に

針
照
さ
れ
る
ニ
更
に
、
ゴ
ル
キ
1
工
揚
で
は
ピ
ス
ト
ン
一
筒
製

品
唱
上
の
平
均
所
要
時
聞
が
二
・
八
分
の
新
記
録
を
現
は
し
た
が
、

と
れ
も
フ
ォ
ー
ド
工
場
の
平
均
所
要
時
間
た
る
五
分
間
と
比
較

さ

L
Z
T
t
l
r
t
〉

h
4
0

;・
4

4

7

N

V
ム

r'Vし
d
f
h
h
l
e
J
V

-v仁
式
市
民
上
総
川
別
手

h
L
aワ
位
和
J
J
-
つ

l

i

i

i

t

t

イ

1
2
1
1
1
k
l

れ
た
一
端
の
事
例
で
あ
る
が
、
同
一
紙
面
に
人
は
叉
直
ち
に
、

農
牧
業
方
面
に
関
係
し
て
も
同
様
に
豊
富
在
る
新
勢
働
能
率
・
記

録
の
出
現
し
た
事
を
推
知
せ
し
め
ら
れ
る
教
箇
の
事
例
に
著
限

ず
る
。
か
く
て
、

ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動
が
弊
働
能
率
の
増
進
忙
つ

い
て
貸
し
た
新
記
録
の
事
例
は
字
義
過
り
に
無
数
と
い
ふ
ぺ
く
、

共
の
報
知
に
接
し
て
は
人
は
た
だ
呆
然
た
ら
し
め
ら
れ
る
ば
か

り
で
あ
る
。

政
府
は
か
k

る
能
率
競
争
現
象
の
持
つ
意
義
の
重
大
在
る
こ

と
を
平
く
か
ら
充
分
に
認
識
し
て
、
凡
有
る
↑
刀
法
、
手
段
を
以

第
四
十
四
巻
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ス
タ
ハ
ノ
ァ
蓮
動

て
此
の
新
運
動
を
支
持
し
助
成
し
、
こ
れ
を
構
成
づ
け
る
こ
と

に
努
力
し
た
。
抑
も
、

ス
タ
ハ
ノ
7

の
先
例
に
倣
ひ
自
己
の
務

働
能
率
上
に
新
記
録
を
樹
て
た
る
弊
働
者
は
ス
タ
ハ
ノ
ヴ
イ
ス

ト
と
稽
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
政
府
は
一
九
三
五
年
か
ら

一
九
三
六
年
に
か
け
こ
れ
ら
の
ス
タ
ハ
ノ
ヴ
イ
ス
ト
そ
工
業
、

滋
叫
相
川
総
築
、
長
牧
業
主
令
部
刊
に
亙
り
企
凶
作
地
か
ら
数
回

tMR『
ス
ロ

l
k
召
集
合
合
せ
l
u
j
v

「
(
政
再
杭
表
者
A
会
談
め
株

舎
を
つ
く
り
、
そ
こ
で
語
ら
れ
た
彼
等
の
経
験
談
は
一
介
の
努

働
者
の
褒
言
で
る
る
け
れ
ど
も
永
く
蘇
聯
邦
の
技
術
史
を
飾
る

ぺ
き
も
の
と
友
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
共
の
他
に
、

イ
ス
ト
が
政
府
の
手
に
よ
り
厚
〈
共
の
功
績
を
表
彰
さ
れ
て
ゐ

ス
タ
ハ
ノ
ヴ

る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
。
叉
多
く
の
場
合
に
、

ス
タ
ハ
ノ

ヴ
イ
ス
ト
は
選
抜
さ
れ
て
、
犬
々
の
従
業
経
営
内
で
彼
等
の
改

良
方
法
を
普
通
労
働
者
に
停
達
し
、

と
れ
を
指
導
す
べ
き
教
導

峨
に
就
か
し
め
ら
れ
る
。

件
じ
て
、

ス
タ
ハ
ノ
7

運
動
が
蘇
聯
邦
の
生
産
組
織
に
封
し

て
及
ぼ
せ
る
影
響
を
瞥
見
す
る
と
と
に
し
ゃ
う
。
前
法
し
た
や

う
に
、

ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動
に
於
い
て
多
数
の
新
能
率
記
録
事
例

第
四
十
四
巻
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が
現
は
れ
た
の
だ
が
、
貧
際
筒
々
の
弊
働
者
が
夫
々
た
だ
軍
調

に
共
の
弊
側
方
法
を
工
夫
し
、
改
善
し
て
持
働
能
率
増
進
の
新

例
を
聞
く
と
い
ふ
だ
け
の
と
と
ι
な
ら
ば
、
そ
れ
は
必
し
も
五
難

の
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、

一
↑
粧
品
百
の
全
館
、
乃
至
は
一
産

業
部
門
の
杢
棋
、
更
に
進
ん
で
全
産
業
部
門
の
全
憾
の
上
に
持

働
能
率
の
品
川
U

進
そ
賞
現
す
る
の
は
決
し
て
容
易
で
む
く
、

Z」

に
は
又
別
m
u
Z
弐
一
均
約
は
た
付
恥
は
た
ら
す
L
ο

町
ゆ
仁
、

税
務
か
め

普
及
と
組
織
・
機
構
の
全
両
的
調
轄
と
が
必
嬰
に
た
っ
て
来
る

の
で
あ
る
。
先
づ
、
可
及
的
念
速
に
ス
タ
ハ
ノ
ヴ
イ
ス
ト
の
経

験
叉
は
工
夫
を
粧
管
内
従
業
勢
働
者
一
般
に
普
及
せ
し
め
る
鋳

に
、
多
く
の
経
替
内
に
ス
グ
ハ
ノ
ザ
イ
ス
ト
製
校
が
設
立
さ
れ

た
。
更
忙
、
各
粧
借
聞
を
通
宇
る
ス
タ
ノ
ヴ
イ
ス
ト
協
舎
が
設

け
ら
れ
て
彼
等
同
士
山
に
相
互
切
経
の
機
舎
が
つ
く
ら
れ
、
叉
ス

タ
ハ
ノ
ヴ
イ
ス
ト
の
各
経
営
問
従
業
交
替
制
が
行
は
れ
て
彼
等

の
得
た
る
経
験
の
一
般
的
普
及
が
促
進
さ
れ
た
。

次
に
、
教
導
の
普
及
と
相
並
び
て
、
経
営
内
各
部
過
程
相
互

聞
及
び
各
産
業
部
門
聞
の
連
絡
関
係
を
調
繋
し
、
相
互
の
生
産

進
行
欣
態
聞
に
調
和
を
維
持
す
る
こ
と
が
更
に
一
一
麿
重
要
で
な



け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
と
へ
一
経
管
内
若
く
は
各
産
業
部
門
聞
の

或
る
一
部
に
異
常
な
る
弁
働
能
率
の
増
進
が
起
こ
っ
て
も
、
生

産
過
程
の
全
績
に
密
接
な
有
機
的
聯
闘
が
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
現

共
の
前
後
に
闘
聯
す
る
作
業
過
程
山
川
一
企
は
生
産
過
程
の
上
の
生

産
進
行
欣
態
と
が
均
衡
闘
係
を
失
っ
て
ゐ
て
は
、
到
底
全
儲
に

亙
る
持
働
能
率
の
増
進
を
賓
現
ず
る
こ
と
は
山
内
来
な
い
の
で
る

る
。
そ
こ
で
、

ス
タ
ハ
ノ
7

運
動
の
進
技
ム
一
北
九
に
、
件
前
経
町
ゃ
い

一
門
各
部
分
作
業
過
慰
問
及
び
凶
民
経
向
上
ケ
庁
生
直
部
門
閣
の
繍

約
問
削
慌
の
制
品
物
が
ん

m
A
急
切
に
主
求
さ
れ
る
と
と
に
在
り
.
著

々
と
し
て
共
の
改
善
の
賓
が
事
げ
ら
れ
た
。

こ
こ
に
蘇
融
制
邦
の

生
産
組
織
に
及
ぼ
し
た
ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動
の
顕
著
な
る
放
旧
取
を

見
る
。
そ
し
て
全
弁
働
者
各
自
に
於
い
て
も
亦
.
彼
等
が
生
産

の
過
桂
に
於
い
て
彼
等
の
同
僚
と
如
何
に
，
密
接
に
結
び
つ
い
て

ゐ
る
か
を
護
見
し
、
理
解
し
て
・
各
自
の
努
働
上
の
支
任
が
た

だ
彼
等
個
人
の
仕
事
の
上
の
み
に
闘
は
る
も
の
で
な
い
こ
と
を

明
瞭
に
白
受
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
概
括
的
に
一
一
一
日
っ

て
蘇
聯
邦
の
生
産
組
織
は
、
ス
タ
ハ
ノ
7

運
動
の
影
響
に
上
り
、

ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動

部
分
的
及
び
全
躍
的
に
、
各
過
程
聞
の
調
和
聞
係
を
著
し
く
改

め
ら
れ
、
少
か
ら
や
共
の
ム
口
現
化
を
進
展
せ
し
め
ら
れ
た
。

一
、
ス
タ
ハ

J
フ
運
動
の
基
儀
委
成
す
諸
契
機

ス
タ
ハ
ノ
7

運
動
の
成
立
、
普
及
、
及
び
其
の
護
達
を
貸
し
、

こ
れ
を
支
持
せ
る
契
機
は
何
で
る
る
か
。
そ
こ
に
向
け
ら
れ
る

五
口
与
の
疑
問
に
謝
し
て
γ

ル
ク
ス
民
は
又
詳
制
な
る
説
明
を
興

へ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
左
要
約
ず
れ
ば
結
局
そ
乙
に
心
即
一
的
h

校

;'J~J 
li!:i 

H)( 
止c

ilij 

M
U
M
山
問
山
町
生
酌
契
機
」
も
い
ふ
げ
を
問
要

素
を
捉
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
心
理
的
契
機
と
い
ふ
は
、
同
変
更

さ
れ
た
枇
曾
組
織
の
中
で
労
働
者
階
級
の
持
働
心
理
が
根
本
的

に
鎚
化
し
て
来
た
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ
る
4

今
や
持
働
者
は
従

前
の
如
く
に
私
人
間
的
支
配
闘
係
の
下
で
畑
労
働
に
従
事
す
る
の

で
司
泣
く
、
従
っ
て
生
産
結
果
の
分
配
に
つ
い
て
生
や
る
私
人
間

的
不
公
正
へ
の
反
抗
心
か
ら
北
(
の
弊
働
意
欲
を
萎
廃
さ
れ
る
と

と
が
友
い
。
又
資
本
主
義
此
舎
に
見
る
が
如
く
に
能
率
増
進
に

よ
っ
て
生
産
過
刺
を
招
き
、
か
へ
っ
て
自
己
の
生
活
関
係
に
不

利
径
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
が
る
る
の
を
愛
へ
る
の
妥
友
き
に
五

第
四
十
回
答
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ス
ダ
ハ
ノ
フ
運
動

っ
た
事
情
を
持
働
者
階
級
が
明
解
し
た
。
多
々
毎
々
生
産
し
て

捻
島
被
と
枇
舎
と
の
厚
生
が
制
和
的
に
増
進
す
る
の
を
知
る
に

五
っ
た
の
で
あ
る
。
技
術
的
契
機
と
は
物
的
生
産
設
備
が
最
近

敬
一
年
間
に
根
本
的
に
改
め
ら
れ
て
、
高
度
の
科
事
化
、
機
械
化

が
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
を
い
ふ
。
た
と
へ
ば
機
械
工
業
で
は
共
の

設
備
機
州
の
五
|
七
削
が
町
制
改
時
印
ち
五
ヶ
年
計
到
に
入
っ
て

古
ら
れ
製
品
川
K
か
t
A

りや

d
慣
れ

U
K
た
り
介
。

1
2
h
l巳
}
C
E
ト

M
U
J
ォ

E
F
U
づJ
ム
す
ノ
j

が
手
工
に
よ
っ
て
ゐ
た
の
で
は
如
何
に
工
夫
し
、
如
何
に
努
力

を
進
め
て
も
共
の
弊
働
能
一
併
を
従
前
の
二
倍
以
上
に
引
上
げ
る

の
は
困
難
の
と
と
で
あ
る
。
然
る
に
ス
タ
ハ
ノ
ヴ
イ
ス
ト
速
は

機
械
的
設
備
の
利
用
の
上
に
共
の
利
用
過
程
を
改
善
し
て
始
め

て
悠
々
と
五
、
六
倍
に
も
建
す
る
能
率
増
進
の
絵
地
を
見
出
す

こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
教
育
的
契
機
と
い
ふ
は
、
務
働
者

の
教
育
、
訓
練
が
大
い
に
古
川
視
さ
れ
、
強
化
.
掠
張
さ
れ
る
や

う
に
た
っ
た
こ
と
を
指
す
。
最
近
数
年
間
に
蘇
聯
邦
の
際
業
界

が
新
た
に
遁
加
的
に
吸
収
し
た
弊
働
者
の
総
数
は
千
五
百
高
に

も
達
す
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、

乙
れ
ら
に
謝
す
る
訓
練
、
養
成

の
翁
に
も
莫
大
た
る
努
力
が
傾
注
さ
れ
た
。
又
勢
働
者
側
に
於

第
四
十
回
答

r!!l 
i; 

第

競

一

け
る
技
術
習
得
欲
も
極
め
て
旺
盛
で
、
相
侠
っ
て
最
近
に
於
付

る
持
働
者
階
級
の
一
般
教
育
程
度
は
従
前
に
比
較
し
て
著
し
く

進
歩
し
た
。
又
、
枇
命
日
厚
生
的
契
機
と
は
、
最
近
に
至
り
て
務

聯
邦
の
大
衆
聞
に
於
け
る
物
質
的
、
交
化
的
欺
態
が
一
般
に
い
者

々
と
改
善
さ
れ
た
結
果
、
人
民
の
批
制
力
、
反
省
力
、
創
逝
カ

又
帥
脱
力
が
普
し
く
夜
連
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
。

一九

J

P

一一〉

B
E
h
L
J
f
f
t
A
E
こ

r

ご

叫

?

丸一

-
L
L
H』
J
F
M
Y
-
-
H
I
J
u
v，
r
l
b
判日

:弘

五
年
度
の
副
民
総
所
得
は
一
九
三
二
年
度
の
て
倍
以
上
に
建
し

」
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

以
上
に
ス
タ
ハ
ノ

7

運
動
の
恭
礎
を
成
す
四
つ
の
契
機
を
皐

げ
た
が
、

し
か
し
マ
ル
ク
ス
氏
は
な
ほ
そ
れ
に
加
へ
て
、
此
の

運
動
を
繰
っ
て
持
働
能
率
の
増
進
を
惹
起
せ
し
め
る
に
忌
も
決

定
的
た
意
義
を
成
す
契
機
と
し
て
、
蘇
聯
邦
に
現
行
の
賃
銀
制

度
を
指
摘
す
る
こ
と
を
忘
れ
で
は
ゐ
た
い
。
蘇
聯
邦
に
現
行
の

賃
銀
制
度
が
立
脚
す
る
根
本
原
県
は
二
言
に
し
て
い
へ
ば
『
符

人
の
受
け
る
努
働
報
酬
は
各
自
が
仕
七
げ
た
仕
事
の
量
と
質
と

に
比
例
す
る
」
ム
」
い
ふ
の
で
あ
る
。
此
の
際
到
は
『
枇
合
各
人

の
欲
笠
を
完
全
に
充
足
す
る
こ
と
』
と
い
ふ
蘇
聯
邦
究
極
の
目



標
か
ら
見
れ
ば
営
一
向
凡
司
令
劉
蹴
的
に
も
懸
け
は
友
れ
た
方
而
を

目
指
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
有
の
如
き
究
倒
の
H
M
M
は
園
内
の

生
産
力
が
定
分
な
る
焚
濯
を
一
遂
げ
た
鳴
に
始
め
て
賓
現
せ
ら
る

べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
蘇
聯
邦
に
於
け
る
凶
民
経
済
的
生
産
力

の
現
設
展
段
階
が
以
上
の
究
倣
的
境
地
か
ら
は
相
去
る
な
ほ
高

だ
遠
い
こ
と
を
官
民
共
に
よ
く
こ
れ
を
畑
町
解
し
て
ゐ
る
。
そ
し

て
、
か
ー
、
る
究
械
の
段
階
に
迄
同
内
吐
い
停
力
を
引
上
げ
て
行
〈

の
に
は
持
制
能
率
の
い
山
H

泣
が
絶
到
の
要
件
に
-
な
っ
て
ゐ
る
の
で

》

、

F
L
h
u，
 

、，‘

止
勺
苧
助
じ
h

戸
J
ム
珂

I
l
t
く

'
T
F
1
f
、
l
l
〉

JK-

i
o
d
t有
司

d
1
2
l一九

f
t盟
主
i
d
E
~に

υt-i川

結
果
に
釘
し
て
直
伎
の
利
害
を
感
や
る
や
う
た
仕
組
の
中
に
ゐ

か
れ
る
こ
と
に
依
介
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
卸
ち
、
承

認
さ
れ
た
一
般
の
一
原
則
と
し
て
『
各
人
は
能
力
に
感
じ
て
働
ら

き
、
而
し
て
夫
々
の
仕
事
の
結
果
に
感
じ
て
各
自
の
報
償
が
給

付
さ
れ
る
』
と
い
ふ
こ
と
が
蘇
聯
邦
現
段
階
の
壮
労
働
及
び
賃
銀

制
度
の
基
礎
で
あ
る
。
此
の
原
則
こ
そ
は
又
ス
タ
ハ
ノ
7

運
動

の
成
功
が
依
存
す
る
決
定
的
契
機
で
あ
る
@

回
、
私

見

ス
タ
ハ
ノ
ア
運
動

以
上
に
蘇
聯
邦
耐
労
働
行
政
の
最
高
幹
部
の
一
八
マ
ル
ク
ス
氏

に
嫁
っ
て
、

1
9
ハ
ノ
7

運
動
の
概
貌
を
時
蓮
し
た
。
こ
こ
に

そ
れ
に
闘
す
る
私
見
の
一
端
を
附
加
し
て
烏
き
た
い
。

マ
ル
ク

ス
氏
の
見
る
如
く
ス
タ
ハ
ノ
7

運
動
が
蘇
物
邦
の
闘
民
粧
済
的

生
産
力
の
授
逮
に
偉
大
た
る
貢
献
を
な
し
て
ゐ
る
事
寅
は
こ
れ

を
信
じ
て
も
よ
い
と
忠
ふ
。
た
だ
王
口
々
は
、
此
の
ス
タ
ハ
ノ
7

運
動
の
驚
嘆
す
べ
き
数
民
は
皐
党
持
働
能
一
年
の
瀬
著
・
な
る
前
進

を
内
・
存
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
で
は
な
ら
た
い
3
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ス

夕

刊

Y

7

法
均
一
C
M
川
つ
四
一
川
Y
ば
れ
る

h
f
N
V

働
能
率
T

の
増
進
は
躍
に
叫
労
働
生
産
力
の
増
進
に
の
み
依
存
し
て

ゐ
る
諜
の
も
の
で
は
・
な
く
て
、
同
時
に
父
他
方
に
著
し
き
程
度

の
労
働
強
度
の
増
進
が
そ
こ
に
作
は
れ
て
ゐ
る
事
賞
を
此
の
際

看
過
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
持
働
強
皮
の
榊

き進
飴は
裕種
?うす 々

なた
し ~5) 15 
u 契

機
を
メ益、
白

/レ
』ヴ

ゐ
る
治宝
ノ、

は
こ
れ
を
詳
'3& 
n岡

す
炉支

次
に
注
意
す
ぺ
き
は
、
現
段
階
の
蘇
聯
邦
で
は
、

五
・
タ
年
計

却
に
於
け
る
生
産
力
横
禿
漁
定
の
賓
現
に
封
ず
る
第
一
要
件
た

る
持
働
能
率
増
進
の
潟
に
、
仕
切
働
者
の
労
働
欲
刺
戟
の
手
段
と

第
四
十
四
巻

附
七

第

競

こり結については
Marx， K.， Da:s Kapit31， 1. Volksansg:l.he， 1923， S. 353白.参!!日
勢働者の韓力、智力、及び世界視が其りJ努働強度を左右する力の大なるとと
はいふ宮でもない。
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ス
タ
円
ノ
フ
運
動

し
て
専
ら
純
粋
の
枇
舎
主
義
的
競
争
と
い
ふ
枇
曾
的
名
啓
心
の

喚
起
に
の
み
依
頼
し
て
ゐ
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
ふ
事
責
で

あ
る
。

か
く
て
、
第
倒
者
各
向
の
労
働
杭
山
木
と
各
自
の
上
に
蹄

活
す
る
物
質
的
利
害
と
の
聞
に
結
接
な
聯
絡
闘
係
を
た
〈
と
い

ふ
こ
と
が
蘇
聯
邦
賃
級
制
皮
の
法
礎
的
回
収
川
中
だ
ら
し
め
ら
れ
で

ゐ
る
の
で
あ
お
。
「
れ
人
は
能
力
に
限
じ
て
、
各
人
に
対
し
て
は
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そ
こ
で
貨
銀
制
度
の
形
態
を
時
間
制
よ
り
出
来
高
制
に
改
め
て

行
〈
の
に
懸
命
の
努
力
が
傾
け
ら
れ

而
も
又
閣
鰹
的
出
来
高

制
形
態
か
ら
個
人
別
山
川
来
高
制
形
態
に
賃
銀
原
則
を
改
め
て
ゐ

る
と
い
ふ
の
も
結
局
は
皆
以
上
と
同
じ
嬰
求
か
ら
出
後
し
て
ゐ

る
と
と
と
認
め
ら
れ
た
け
れ
ば
た
ら
む
。

川
労
働
強
度
の
増
進
と
賃
銀
形
態
上
の
能
力
原
則
と
は
、
た
と

へ
そ
れ
が
資
本
主
義
利
合
に
於
け
る
揚
合
と
究
極
的
意
味
を
異

に
寸
る
と
と
ろ
が
あ
っ
て
も
、

乙
れ
は
現
段
階
の
蘇
聯
邦
が
又

共
の
剛
氏
経
済
的
生
産
力
後
建
の
根
祇
を
共
の
上
に
託
さ
ざ
る

を
得
た
い
と
乙
ろ
の
根
本
的
契
機
で
あ
る
と
と
は
ス
タ
ハ
ノ
フ
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運
動
に
闘
す
る
責
任
首
局
の
所
漣
の
中
に
も
友
ほ
蔽
ふ
ぺ
〈
も

た
く
見
え
て
ゐ
る
。

因
に
、

テ
ー
ラ
ー
式
科
事
的
管
理
法
は
最
近
迄
印
ち
五
ヶ
年

計
劃
制
の
貧
施
に
入
る
前
迄
は

そ
れ
が
専
ら
脊
一
本
ー
家
的
利
従

の
矯
に
税
端
た
る
努
働
強
度
の
物
注
を
粛
し
、

と
れ
に
よ
っ
て

人
的
生
産
要
素
の
慎
一
学
的
懐
旧
吋
を
促
進
せ
し
め
る
波
滑
な
る
似

町
日
ト
ド
「
日
正
わ
し
〕
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嘗
て
の
先
達
エ
ル
マ
ン
ス
キ
l
共
の
他
に
よ
っ
て
極
力
排
撃
さ

れ
て
ゐ
た
。

絞
器
過
程
に
行
は
れ
る
彼
等
の
所
抑
制
買
の
合
現
化

即
ち
枇
合
主
義
的
合
理
化
は
、
た
だ
物
的
生
時
製
素
を
勧
常
備
し

て
、
且
っ
こ
れ
が
利
用
上
に
生
即
接
的
持
働
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最

高
生
産
力
黙
を
維
持
す
る
と
い
ふ
と
と
に
他
友
ら
な
か
っ
た
J
F

五
ヶ
年
計
劃
に
入
る
と
共
に
彼
等
の
主
張
は
拒
否
さ
れ
て
、
今

や
持
働
能
率
の
増
進
が
蘇
聯
邦
の
持
働
科
醐
宇
及
び
労
働
政
策
に

於
け
る
第
一
一
以
現
に
な
っ
て
ゐ
る
。

蘇聯宇'{Sv.;現行賃録制度にて努働者の最低生活に同要なる最低賃r銀の保護ある
ことは勿論である。
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